
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
横浜市では、学校における子どもたちの読書活動推進のために、子どもたちが利用できる図書を

拡充し、読書に親しめる環境づくりを進めています。 

このたび、全ての横浜市立小学校・義務教育学校・特別支援学校で、学校向け読み放題型電子書籍

サービスの利用を開始します。電子書籍の利点として挙げられる、空間や時間等の物理的な制限を受

けずに利用できることや、拡大や読み上げ機能を生かすなど、読書機会の確保や読書への関心を高

め、主体的に学べる子どもたちの育成を図ります。 

 

１ 導入の概要 
 

■ 導入校・対象児童生徒数 

横浜市立小学校・義務教育学校・特別支援学校 351 校 約 17 万人  
 

■ 利用開始時期  令和７年７月～  

 

■ 導入する電子書籍サービスについて 

  読み放題型電子図書館「Yomokka!（よもっか!）」（株式会社ポプラ社） 
 

 ☆同じ本を何人でも同時に読めるため授業等での活用の幅が広がる 

  ・１人１台端末を活用して、学校図書館以外の場所でも読書が可能（端末持ち帰りによりご家庭でも） 

   ・授業での課題としてクラス全員が同じ本を読んで感想を共有したり、朝の読書タイム・調べ学習などでも活用可能 
 

☆学校図書館の本の不足を補う  

・子どもたちの多様な興味に応えられる、42 社約 4,800 冊が読み放題（令和７年５月現在） 

  ・本の配架スペースを必要とせず、物理的な制約により本を配架しきれない学校でも本の拡充が可能 
 

☆子どもたちの読書状況が確認できる 

  ・読書量（冊数・ページ数・利用時間など）が把握可能 

・自分だけの本棚で読書履歴（読んだ日や書いた感想など）の確認が可能 
 

 ☆多様な子どもたちの読書機会の確保（読書バリアフリー） 

  ・図鑑などをはじめ、全ての本を拡大して見ることが可能 

・文字の大きさ・色・フォント、背景の色を変える機能や、 

    内容を音声で聴くことができる読み上げ機能が搭載されている 

（絵本等を除く一部の本） 
 

■ 利用方法 

   1 人１台端末の本市学習ダッシュボード「横浜 St☆dy Navi」の 

ホーム画面に「電子書籍」アイコンを新たに設定することにより、 

子どもたちが手軽に電子書籍サービスにアクセスできます。 
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全国最大規模！約 17 万人の子どもたちに持ち運べる図書館を！  

横浜市立全小学校等で学校向け電子書籍サービスを導入します 

    

 

 

 

「横浜 St☆dy Navi」のホーム画面 

電子書籍アイコンをクリック 

「Yomokka!（よもっか!）」ログイン画面へ 

電子書籍を楽しんでいる様子 

裏面あり 



 

 
 

２ 試行導入校での成果 

 
横浜市では、令和６年７月から１年間、電子書籍サービスを市立学校９校で試行導入し、次のような成果

が見られました。 

 

Point1 試行校では読書量が飛躍的に増加！ 

試行校では、試行期間の小学生一人当たりの電子書籍利用 

冊数が、１か月平均で約 20.7 冊でした。これは、紙の本と 

電子書籍を合わせた全国平均冊数 13.8 冊と比べても、 

約 1.5 倍の読書量です。 

電子書籍サービスにより、貸出中のことがなく好きな本が 

読めたり、気軽にすきま時間を利用したり、多種多様な本を 

読めたりすることで得られた効果と考えられます。 

   

  Point２ 試行校の学校図書館利用にも効果が！ 

  試行導入前の令和５年度と比較して学校図書館の来館者数 

 や本の貸出冊数が、令和６年度では増加している試行校が 

多くありました。 

 このことから、電子書籍をきっかけに、「本に親しむ 

子どもたちが増えている」ことがわかります。 

   

Point３ 子ども・教職員・保護者からの感想！ 

    試行校の子どもや教職員、保護者などからは、サービス 

  について、好意的な感想が多く寄せられました。 

 

 
 
３ 小学校等全校導入後の取組について 

 

今後、電子書籍サービスの利用を通じて得られる読書データをもとに、「よりよい学校づくり」に有

効活用します。 
 

 

•貸出中で読めない
ことがない。

•友達が読んでいて
「面白そう！」と
感じた時にすぐ読め
た。

子どもの声

•子どもたちが読書の
習慣を身に付けるの
に役立っている。

•子どもたちが自ら
進んで調べる場面が
増えた。

教職員の声

•電子書籍で読んで
気に入った本を
本屋さんで買えた。

•子どもの興味の幅が
広がっているように
感じる。

保護者の声

お問合せ先 
 

教育委員会事務局学校経営支援課長       熊切 隆  Tel 045-671-3233 

 

13.8冊

 

 

９校平均貸出冊数（冊） ９校平均来館者数（人）

R5 15,530 15,160

R6 16,380 16,150

15,530 15,160 

16,380 16,150 

試行校の学校図書館利用状況（年度別平均）

 

20.7冊

  ※１全国平均「学校読書調査」全国学校図書館協議会 
    2024 年５月１か月間に本を何冊読みましたか。 
   （教科書・学習参考書・マンガ・雑誌含まず、電子書籍含む） 

※２試行校平均 電子書籍サービス利用５か月間（R6.10－R7.02）  

 １か月平均  

紙＋電子書籍  電子書籍のみ  

全国平均※１  

試行校平均※２ 
小学生一人当たりの 

１か月間読書量 


